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２I２３ 

㏵上ᅜにおける་⸆ရ㛤発の現状と課題 

 

 
 （ຍ⸨ᾈ㸦日本大学大学㝔ۑ

 

 

 
㸯㸬ࡵࡌࡣ 

㏆年、㏵上ᅜにおいて、་⸆ရの㛤発が᥎㐍されつつあるが、このような研究㛤発の᥎㐍には、それ

ぞれのᅜにおいて、科学ᢏ⾡ᨻ策や知的㈈⏘ᨻ策などのᨻᗓのྲྀり⤌ࡳが重要な役を担っている。 

本✏では、バイ࢜་⸆ရを中心に、ྛᅜのᨻᗓによる科学ᢏ⾡ᨻ策およࡧ知的㈈⏘ᨻ策の⤒⦋と現状

をᩚ理し、このようなᨻ策によるຠ果として、ྛᅜの特チ出㢪の動向に基づいて考察を行う。 

 

㸦㸯㸧୰ᅜ 

中ᅜの科学ᢏ⾡ᨻ策については、2006 年に発⾲された「ᅜᐙ中㛗ᮇ科学ᢏ⾡発展計画」㸦2006㹼2020
年）が科学ᢏ⾡ᨻ策の最上に⨨づけられており、その内容が「㸳ࣧ年計画」に┒り㎸まれることに

より、科学ᢏ⾡ᨻ策がᐇされている。現ᅾ、「➨ 12
ḟ㸳ࣧ年計画」㸦2011㹼2015 年）に基づいて研究㛤発

が᥎㐍されており、バイ࢜་⸆ရの㛤発については、

科学ᢏ⾡ᨻ策の重Ⅼ分㔝の一つになっている。 
知的㈈⏘ᨻ策については、2001 年にTRIPS༠定に

ຍ┕して௨㝆、知的㈈⏘ไᗘのᩚഛが㐍められ、2009
年にはᑓ法の➨୕ḟᨵ正が行ࢃれ、ไᗘのᨵၿがᅗ

られている。また、་⸆ရをྵࡴ≀㉁特チไᗘは、➨

一ḟᑓ法ᨵ正㸦1993 年）によってᑟධされている。

特チ出㢪については、㏆年、㢧ⴭに増ຍしており、ᅜ

内の出㢪は外ᅜからの出㢪にẚて大きくఙࡧてい

る。現ᅾ、バイ࢜テクノロジー、་⸆に関する特チ出

㢪は、ྛ々、12,177 件㸦2008 年）、43,508 件㸦2008
年）であり、バイ࢜テクノロジーにẚて་⸆に関す     ᅗ㸯㸸中ᅜにおける特チ出㢪の᥎⛣ 1 
る特チ出㢪の方が大ᖜに多いⅬが特ᚩである。 
 

㸦２㸧㡑ᅜ 

 㡑ᅜの科学ᢏ⾡ᨻ策については、現ᅾ、「➨㸰ḟ科学

ᢏ⾡基本計画」㸦2008㹼2012 年）に基づいてᐇされ

ている。➨㸰ḟ科学ᢏ⾡基本計画は、策定┤ᚋの 2008
年 8 ᭶に全㠃ᨵ定となり、R&D ᢞ資のᣑ大や重Ⅼ分㔝

のኚ᭦などが行ࢃれ、新たにタ定された重Ⅼ分㔝一つに、

「新⏘業出のためのコアᢏ⾡」があり、バイ࢜་⸆ရ

の㛤発については、重Ⅼ分㔝の一つとして研究㛤発が᥎

㐍されている。 
 知的㈈⏘ᨻ策については、1995 年にTRIPS༠定にຍ

┕して௨㝆、✚ᴟ的に᥎㐍されており、特チ出㢪は、

1995 年௨㝆、大きく増ຍしている。また、同じく 1995
年㡭からᅜ内の出㢪が外ᅜからの出㢪を上ᅇっている。

་⸆ရをྵࡴ≀㉁特チไᗘは、1987 年にᑟධされて、    ᅗ㸰㸸㡑ᅜにおける特チ出㢪の᥎⛣ 2 
                                                   
1 WIPO Statistics に基づいて中ᅜにおける出㢪について分析 
2 WIPO Statistics に基づいて㡑ᅜにおける出㢪について分析 
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現ᅾ、バイ࢜テクノロジー、་⸆に関する特チ出㢪は、いずれも㸯年間に⣙㸵༓件㸦2008 年）である。 
 
㸦３㸧ࢻࣥ 

インドでは、科学ᢏ⾡ᨻ策として、現ᅾ、「➨ 11 ḟ㸳ࣧ年計画」㸦2007－2012 年）がᐇされており、

重Ⅼ策として、「ᅜ㝿ࣅッグࢧイエンスプログラ࣒に参ຍするなどඛ㐍ᅜとの連ᦠをᙉ化する」、「⏘

学連ᦠをゐ発する方法と手ẁをᑟධする」ことなどが♧されている。2006 年には、「ᅜᐙバイ࢜テクノ

ロジー発展ᡓ␎」が策定され、バイ࢜テクノロジー分㔝における R&D のᣑ充や⏘学連ᦠの᥎㐍などが

♧されており、「➨ 11 ḟ㸳ࣧ年計画」のアクࣙࢩンプランとして⨨づけられている。また、研究㛤発

における重Ⅼ㡿域の一つに「バイ࢜テクノロジー」が♧されており、バイ࢜་⸆ရについては、重Ⅼ㡿

域にྵまれるᢏ⾡の一つとして、✚ᴟ的に研究㛤発が᥎

㐍されている。 
知的㈈⏘ᨻ策については、1995 年にTRIPS༠定にຍ

┕して௨㝆、1999 年、2002 年、2005 年の㸱ᅇにࢃた

って特チ法のᨵ正が行ࢃれ、TRIPS༠定の㑂Ᏺが㐍め

られてきた。་⸆ရをྵࡴ≀㉁特チไᗘについては、

2005 年の特チ法ᨵ正により᥇用されている。なお、

2012 年 3 ᭶には、Ḣ⡿業が保᭷するᢠがࢇの特チ

についてᙉไᐇᶒを発動した事件がὀ目されている。

特チ出㢪については、㏆年、ᅜ内の出㢪よりも外ᅜから

の出㢪の方が多く、2005 年㡭からは、とくに外ᅜから

の出㢪がᛴ増している。現ᅾ、バイ࢜テクノロジー、་

⸆に関する特チ出㢪は、ྛ々、970 件㸦2008 年）、3855
件㸦2008 年）であり、バイ࢜テクノロジーよりも་⸆

にಀる出㢪が多いⅬが特ᚩである。                 ᅗ㸱㸸インドにおける特チ出

㢪の᥎⛣ 3 
 
㸦㸲㸧࣮࣏ࣝ࢞ࣥࢩ 

ールの科学ᢏ⾡ᨻ策については、2006࣏࢞ンࢩ 年に発⾲された「科学ᢏ⾡計画 2010」において、R&D
のᣑ充や研究㛤発の重Ⅼ分㔝が♧されており、重Ⅼ分㔝の一つに「生≀་学分㔝」が♧されている。ま

た、2000 年に「生≀་科学イࢽアティࣈ」が公⾲され、生≀་科学をࢩン࣏࢞ール⤒῭の中心的なᰕ

に発展させることが目ᶆとして♧されている。また、ࢩン࣏࢞ールでは、「ᾏ外研究ேᮦᣍ⪸ᨻ策」と

して、ᾏ外のඃ秀な研究者を✚ᴟ的にᣍ⪸し、ᅜ内

の研究㛤発の向上をᅗるᨻ策を᥎㐍している。ලయ

的には、豊ᐩな研究ண⟬のᥦ♧、最新の研究インࣇ

ラのᩚഛなどによりᾏ外研究ேᮦが増ຍしつつあ

り、2009 年には、ࢩン࣏࢞ールにおける研究者の

うࡕ、ᴫࡡ㸳ேに㸯ேが外ᅜேである 4。 
知的㈈⏘ᨻ策については、1995 年にTRIPS༠定

にຍ┕して௨㝆、㏆年、✚ᴟ的に᥎㐍されており、

特チᑂ査についても、యไᩚഛが㐍められている。

特チ出㢪については、㏆年、増ຍするഴ向にあるが、

大༙が外ᅜからの出㢪であり、ᅜ内の出㢪は全యの

㸯⛬ᗘである。現ᅾ、バイ࢜テクノロジー、་⸆

に関する特チ出㢪は、ྛ 々、467 件㸦2008 年）、297
件㸦2008 年）であり、་⸆よりもバイ࢜テクノロ

ジーにಀる出㢪の方が多いⅬが特ᚩである。      ᅗ㸲㸸ࢩン࣏࢞ールにおける特チ出㢪の᥎⛣ 5 
 

㸦㸳㸧ࣝࢪࣛࣈ 

                                                   
3 WIPO Statistics に基づいてインドにおける出㢪について分析。 
4 科学ᢏ⾡⯆機構「㌍㐍する新⯆ᅜの科学ᢏ⾡」研究会資料㸦2011 年 7 ᭶ 14 日） 
5 WIPO Statistics に基づいてࢩン࣏࢞ールにおける出㢪について分析。 
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現ᅾ、バイ࢜テクノロジー、་⸆に関する特チ出㢪は、いずれも㸯年間に⣙㸵༓件㸦2008 年）である。 
 
㸦３㸧ࢻࣥ 

インドでは、科学ᢏ⾡ᨻ策として、現ᅾ、「➨ 11 ḟ㸳ࣧ年計画」㸦2007－2012 年）がᐇされており、

重Ⅼ策として、「ᅜ㝿ࣅッグࢧイエンスプログラ࣒に参ຍするなどඛ㐍ᅜとの連ᦠをᙉ化する」、「⏘

学連ᦠをゐ発する方法と手ẁをᑟධする」ことなどが♧されている。2006 年には、「ᅜᐙバイ࢜テクノ

ロジー発展ᡓ␎」が策定され、バイ࢜テクノロジー分㔝における R&D のᣑ充や⏘学連ᦠの᥎㐍などが

♧されており、「➨ 11 ḟ㸳ࣧ年計画」のアクࣙࢩンプランとして⨨づけられている。また、研究㛤発

における重Ⅼ㡿域の一つに「バイ࢜テクノロジー」が♧されており、バイ࢜་⸆ရについては、重Ⅼ㡿

域にྵまれるᢏ⾡の一つとして、✚ᴟ的に研究㛤発が᥎

㐍されている。 
知的㈈⏘ᨻ策については、1995 年にTRIPS༠定にຍ

┕して௨㝆、1999 年、2002 年、2005 年の㸱ᅇにࢃた

って特チ法のᨵ正が行ࢃれ、TRIPS༠定の㑂Ᏺが㐍め

られてきた。་⸆ရをྵࡴ≀㉁特チไᗘについては、

2005 年の特チ法ᨵ正により᥇用されている。なお、

2012 年 3 ᭶には、Ḣ⡿業が保᭷するᢠがࢇの特チ

についてᙉไᐇᶒを発動した事件がὀ目されている。

特チ出㢪については、㏆年、ᅜ内の出㢪よりも外ᅜから

の出㢪の方が多く、2005 年㡭からは、とくに外ᅜから

の出㢪がᛴ増している。現ᅾ、バイ࢜テクノロジー、་

⸆に関する特チ出㢪は、ྛ々、970 件㸦2008 年）、3855
件㸦2008 年）であり、バイ࢜テクノロジーよりも་⸆

にಀる出㢪が多いⅬが特ᚩである。                 ᅗ㸱㸸インドにおける特チ出

㢪の᥎⛣ 3 
 
㸦㸲㸧࣮࣏ࣝ࢞ࣥࢩ 

ールの科学ᢏ⾡ᨻ策については、2006࣏࢞ンࢩ 年に発⾲された「科学ᢏ⾡計画 2010」において、R&D
のᣑ充や研究㛤発の重Ⅼ分㔝が♧されており、重Ⅼ分㔝の一つに「生≀་学分㔝」が♧されている。ま

た、2000 年に「生≀་科学イࢽアティࣈ」が公⾲され、生≀་科学をࢩン࣏࢞ール⤒῭の中心的なᰕ

に発展させることが目ᶆとして♧されている。また、ࢩン࣏࢞ールでは、「ᾏ外研究ேᮦᣍ⪸ᨻ策」と

して、ᾏ外のඃ秀な研究者を✚ᴟ的にᣍ⪸し、ᅜ内

の研究㛤発の向上をᅗるᨻ策を᥎㐍している。ලయ

的には、豊ᐩな研究ண⟬のᥦ♧、最新の研究インࣇ

ラのᩚഛなどによりᾏ外研究ேᮦが増ຍしつつあ

り、2009 年には、ࢩン࣏࢞ールにおける研究者の

うࡕ、ᴫࡡ㸳ேに㸯ேが外ᅜேである 4。 
知的㈈⏘ᨻ策については、1995 年にTRIPS༠定

にຍ┕して௨㝆、㏆年、✚ᴟ的に᥎㐍されており、

特チᑂ査についても、యไᩚഛが㐍められている。

特チ出㢪については、㏆年、増ຍするഴ向にあるが、

大༙が外ᅜからの出㢪であり、ᅜ内の出㢪は全యの

㸯⛬ᗘである。現ᅾ、バイ࢜テクノロジー、་⸆

に関する特チ出㢪は、ྛ 々、467 件㸦2008 年）、297
件㸦2008 年）であり、་⸆よりもバイ࢜テクノロ

ジーにಀる出㢪の方が多いⅬが特ᚩである。      ᅗ㸲㸸ࢩン࣏࢞ールにおける特チ出㢪の᥎⛣ 5 
 

㸦㸳㸧ࣝࢪࣛࣈ 

                                                   
3 WIPO Statistics に基づいてインドにおける出㢪について分析。 
4 科学ᢏ⾡⯆機構「㌍㐍する新⯆ᅜの科学ᢏ⾡」研究会資料㸦2011 年 7 ᭶ 14 日） 
5 WIPO Statistics に基づいてࢩン࣏࢞ールにおける出㢪について分析。 

 

 

ラジルの科学ᢏ⾡ᨻ策については、Ẹ間の科学ᢏ⾡研究のዡບやᢏ⾡㛤発のಁ㐍を目的として、「イࣈ

ノ࣋ーࣙࢩン法」㸦2004 年）や「グッド法」㸦2005 年）等の法ᚊが策定され、2007 年には、「ᅜᐙ発展

のための科学ᢏ⾡・イノ࣋ーࣙࢩン計画 2007-2010」が発⾲されている。この計画では、ᅜᐙの科学ᢏ

⾡的な基♏をᣑ大ᙉ化することなどを基本指㔪としてᥖࡆられ、ᅜᐙᡓ␎的分㔝として「バイ࢜テクノ

ロジー」が♧されている。 
知的㈈⏘ᨻ策については、1995 年にTRIPS༠定

にຍ┕し、㏆年、✚ᴟ的に᥎㐍されており、特チ

ᑂ査がᐇされている。また、知的㈈⏘ᨻ策に関

して、中༡⡿ㅖᅜとの༠ຊᙉ化を✚ᴟ的に㐍めて

いる。なお、2007 年には、⡿ᅜ業が保᭷するエ

イࢬ⒪⸆の特チについてᙉไᐇᶒを発動した

事件がὀ目されている。ᙉไᐇᶒは、業間の

特チライセンスについて、ᅜᐙがධして、ᙉไ

的にᐇᶒ㸦ライセンス）をタ定させるไᗘであ

り、ᙉไᐇᶒの過ᗘな発動は、特チไᗘによる

発明のインセンティࣈを㜼ᐖするᜍれがあるこ

とが指されている。特チ出㢪については、1995
年㡭から大きく増ຍするഴ向にあるが、⣙ 8 が

外ᅜからの出㢪であり、ᅜ内の出㢪は全యの 2 

⛬ᗘである。現ᅾ、バイ࢜テクノロジー、་⸆に

関する特チ出㢪は、ྛ々、378 件㸦2008 年）、946
件㸦2008 年）である。               ᅗ㸳㸸ࣈラジルにおける特チ出㢪の᥎⛣ 6 
 

㸦㸴㸧༡࢝ࣜࣇඹᅜ 

༡アࣇリカඹᅜの科学ᢏ⾡ᨻ策については、2002 年、「ᅜᐙ研究㛤発ᡓ␎」が策定され、「イノ࣋

ーࣙࢩン」、「科学エンジࢽアᢏ⾡やே的資源の向上」、「ᨻᗓの科学ᢏ⾡ࢩステ࣒❧」の㸱つを基┙と

して㐍めることが♧されている。また、㏵上ᅜこそバイ࢜テクノロジーをᚲ要としている、との認識か

ら、バイ࢜テクノロジーをᨭし、ᅜ内の研究をዡບしている。「ᅜᐙ研究㛤発ᡓ␎」の重Ⅼ項目の中

にも、バイ࢜テクノロジーが♧されている。 
アࣇリカ全యの動きとしては、2001 年、アࣇリカ連合㤳⬻会㆟において「アࣇリカ㛤発のための新

パートࢼーࢩップ」が᥇ᢥされ、アࣇリカ自㌟がアࣇリカ㛤発のためのイࢩࢽアティࣈをྲྀっていくこ

とが♧された。また、2006 年、アࣇリカ連合㤳⬻会㆟において「アࣇリカ科学ᢏ⾡⥲合行動計画」が

ᢎ認され、アࣇリカが㈋ᅔ᧞⁛と持続的㛤発㐩ᡂのため、科学ᢏ⾡とそのᡂ果を十分に用可能とし、

また、アࣇリカがୡ⏺の科学知識とᢏ⾡㠉新に㈉

献できるようにすることが目ᶆとして♧されて

いる。このようなアࣇリカ全యの動きについても、

༡アࣇリカඹᅜが中心的な役を担っている。 
知的㈈⏘ᨻ策については、1995 年に TRIPS ༠

定にຍ┕し、㏆年、✚ᴟ的に᥎㐍されており、特

チ出㢪に対して方ᘧᑂ査のࡳをᐇしてᐇయ的

なᑂ査を行ࢃない↓ᑂ査Ⓩ㘓主⩏を᥇用してい

る。2000 年代๓༙には、⡿ᅜ業が保᭷するエ

イࢬ⒪⸆の特チについてᙉไᐇᶒを発動す

きかྰかが㆟論になり、これをዎ機に、་⸆ရ

アクセスをᕠる㆟論がᅜ㝿的に高まる中、2003
年、WTO 㛶会㆟におけるドーࣁᐉゝ㸦TRIPS

༠定と公⾗⾨生に関する㛶ᐉゝ）に⮳っている。       
特チ出㢪については、㏆年、外ᅜからの出㢪が大

きく増ຍするഴ向にある。現ᅾ、バイ࢜テクノロ    ᅗ㸴㸸༡アࣇリカにおける特チ出㢪の᥎⛣ 7 

                                                   
6 WIPO Statistics に基づいてࣈラジルにおける出㢪について分析。 
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ジー、་⸆に関する.特チ出㢪は、ྛ々、158 件㸦2008 年）、263 件㸦2008 年）である。 
 
２㸬◊✲㛤Ⓨࡢㄢ㢟ᚋࡢ᪉ྥᛶ 

 ㏵上ᅜにおける研究㛤発の課題としては、ඛ㐍ᅜにẚてᢏ⾡レ࣋ルが十分ではないため、㉁の高い

研究ᡂ果㸦えࡤ、バイ࢜་⸆ရ）を得ることがᅔ㞴であるというⅬがᣲࡆられる。一部の㏵上ᅜでは、

自ຊで高いレ࣋ルの研究㛤発を行っていることころもあるが、全యとしては、まだᅔ㞴なᅜが多い。 

このような課題のゎỴ策の一つに、「研究㛤発のᅜ㝿༠ຊ」をᣲࡆることができる。すなࡕࢃ、㏵上

ᅜの研究者がඛ㐍ᅜの研究者とඹ同研究を行うことにより、㏵上ᅜにおける研究㛤発レ࣋ルの向上をᅗ

ることがᮇᚅされている。 

 研究㛤発のᅜ㝿༠ຊは、㏆年、多くの㏵上ᅜで᥎㐍されつつあり、えࡤ、特チ出㢪におけるᅜ㝿ඹ

同発明の合は、ᮾ༡アジアを中心に高いഴ向がある㸦ᅗ㸵㸸2008 年）。このように、㏵上ᅜにおける

༢⊂の研究がᅔ㞴である場合には、ඛ㐍ᅜの研究者

とඹ同研究を行って、研究㛤発のᅜ㝿༠ຊをᅗるこ

とは、᭷ຠなアプローチであると考えられる。 

また、㏵上ᅜにおける研究㛤発の課題のゎỴ策と

して、「研究㛤発の⏘学ᐁ連ᦠ」をᣲࡆることができ

る。㏵上ᅜにおいては、全యとしてᢏ⾡レ࣋ルが低

いഴ向があるものの、大学や公的研究機関において、

高いレ࣋ルの研究㛤発が行ࢃれているところがある。

このため、多くの㏵上ᅜにおいては、㏆年、ྛᅜの

ᨻᗓにより策定される科学ᢏ⾡ᨻ策の中に、⏘学ᐁ

連ᦠの᥎㐍を┒り㎸ࢇでいるところも多い。したが

って、このような大学や公的研究機関を᰾として、

研究㛤発の⏘学ᐁ連ᦠを᥎㐍し、ᅜ全యの研究㛤発

のレ࣋ルを高めていくことも᭷ຠなアプローチであ  ᅗ㸵㸸特チ出㢪に༨めるᅜ㝿ඹ同発明の合 8 

ると考えられる。 

                  

㸱㸬考察 
バイ࢜་⸆ရにಀる特チ出㢪は、現ᅾ、日⡿Ḣからの出㢪が多い状ἣにあるが、㏵上ᅜからの出

㢪が増ຍするഴ向にある。これは、バイ࢜་⸆ရの㛤発において、現時Ⅼでは日⡿Ḣが高いᢏ⾡レ

ルが向上しつつある状態であ࣋ルを᭷していることを♧၀するとともに、㏵上ᅜにおいてᢏ⾡レ࣋

ることを♧၀するものである。ただし、㏵上ᅜにおいては、研究㛤発の発展レ࣋ルに᱁ᕪが大きい

ことから、㏵上ᅜ全యを一ᚊに論じることは可能であり、それぞれのᅜの発展レ࣋ルにᛂじて分

析することがᚲ要である。 
発展レ࣋ルの異なるྛᅜの研究㛤発について分析するために、ྛ ᅜの科学ᢏ⾡ᨻ策や知的㈈⏘ᨻ

策について分析すると、ྛᅜのᨻᗓによるᨻ策的なྲྀり⤌ࡳに㐪いがあることがࢃかる。しかしな

がら、知的㈈⏘ไᗘについては、TRIPS ༠定の発ຠにより、㏵上ᅜをྵめて、知的㈈⏘の保ㆤỈ

‽のグローバル化が᥎㐍されており、㏆年、㏵上ᅜにおいても、知的㈈⏘ไᗘがᩚഛされ、特チไ

ᗘの活用がಁ㐍されつつある。 
また、㏵上ᅜにおいて、ᅜ内の大学・公的研究機関からの出㢪や、ඛ㐍ᅜの研究者・研究機関と

のඹ同発明・ඹ同出㢪が目❧ってきている。㏵上ᅜの場合、バイ࢜་⸆ရの㛤発を᥎㐍するために

は、ᅜ内の༢⊂の研究グループのࡳのᢏ⾡ຊではᅔ㞴な場合があると考えられるので、対ᛂ策とし

て、ᅜ内の大学・公的研究機関に対して⏘学ᐁ連ᦠを行うアプローチや、ඛ㐍ᅜと連ᦠしてᅜ㝿ඹ

同研究を行うアプローチが᭷ຠであると考えられる。 
㏆年、㏵上ᅜにおいて、研究㛤発が᥎㐍され、特チ出㢪が全య的に増ຍするഴ向する中 9、バイ

 。་⸆ရの㛤発についても、ᚋの発展がᮇᚅされている࢜

                                                                                                                                                                         
7 WIPO Statistics に基づいて༡アࣇリカඹᅜにおける出㢪について分析。 
8 科学ᢏ⾡⯆機構「㌍㐍する新⯆ᅜの科学ᢏ⾡」研究会資料㸦2011 年 7 ᭶ 14 日） 
9
 ຍ⸨ᾈ「Impact of the Intellectual Property System on Economic Growth」、AIPPI、3᭶ྕ、p.75-92、2008年 

 




